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人
口
が
減
る
と
ど
の
様
な
問
題
が
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

人
が
少
な
く
な
る
と
町
内
会
や
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
薄
れ
、
地
域
で
の
支
え
合
い
機
能
の

低
下
や
地
域
経
済
の
衰
退
な
ど
、
様
々

な
弊
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

奈
井
江
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
住
宅

の
建
築
助
成
な
ど
の
制
度
を
強
化
し
、

こ
の
ま
ち
を
愛
し
、
暮
ら
し
て
い
く
方

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、
新
た
に
行
う
住
宅
支
援
策

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ま
ち
と
共
に
素
敵
な
未
来
を
育
む

こ
の
ま
ち
と
共
に
素
敵
な
未
来
を
育
む

こ
の
ま
ち
と
共
に
素
敵
な
未
来
を
育
む

〜
奈
井
江
町
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
〜

〜
奈
井
江
町
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
〜

〜
奈
井
江
町
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
〜
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幅広い支援が必要！！

　

奈
井
江
町
の
人
口
は
、
石
炭
産
業
全
盛
の
昭
和

35
年
に
は
2
万
人
を
超
え
ま
し
た
が
、
炭
鉱
の
閉

山
と
共
に
減
少
を
続
け
、
平
成
25
年
に
は
6
千
人

を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
減
っ
て
い
く
と
、
10
年

後
に
は
、
5
千
人
を
割
り
込
む
と
予
測
し
て
お
り
、

人
口
減
少
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次ページに新たな定住支援の全容が！

就職結婚子育て 出産シルバー世代

20,000

15,000

10,000

5,000

単位：人

S35 S45 S55 H2 H12 H22
年度

・民間賃貸住宅家賃助成・町有地の分譲 ・住宅新築助成

・中古住宅購入助成・リフォーム助成

「
奈
井
江
の
魅
力
は
？
」

「
町
に
足
り
な
い
も
の
は
？
」

　

奈
井
江
町
に
は
、
多
く
の

従
業
員
を
擁
す
る
立
地
企
業

が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
多
く

は
町
外
か
ら
の
通
勤
者
で
す
。

　

町
内
に
住
む
方
は
も
ち
ろ

ん
、
町
外
か
ら
通
勤
す
る
方

は
、
奈
井
江
の
こ
と
を
ど
こ

ま
で
知
っ
て
い
て
、
ど
う

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
改

め
て
こ
の
こ
と
を
率
直
に
聴

い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

昨
年
の
春
に
町
内
立
地
企

業
に
勤
め
る
若
い
方
20
名
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
３
度

に
亘
っ
て
意
見
交
換
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。「
住
宅
」「
生
活
」

「
医
療
」「
子
育
て
」「
教
育
」

な
ど
、
多
岐
に
亘
る
数
多
く

の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
中
で
も
特
に
注
目

し
た
の
が
〝
住
居
を
変
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
〞
で
し
た
。

「
就
職
を
き
っ
か
け
に
町
内

の
社
員
寮
に
入
寮
し
た
も
の

の
、
結
婚
や
子
ど
も
の
就
学

の
際
に
町
外
に
転
出
し
た
」

と
言
う
方
が
と
て
も
多
く
、

町
内
在
住
の
方
か
ら
は
、「
奈

井
江
は
、
一
度
住
ん
で
み
る

と
住
み
づ
ら
い
ま
ち
で
は
な

い
」
と
の
意
見
が
あ
る
一
方

で
、「
近
隣
市
町
と
比
較
す

る
と
町
内
の
ア
パ
ー
ト
の
家

賃
は
、
同
等
か
や
や
高
い
と

感
じ
る
」「
20
分
く
ら
い
の

ク
ル
マ
の
運
転
は
苦
に
な
ら

な
い
の
で
、
家
賃
が
同
じ
な

ら
利
便
性
が
良
い
と
感
じ
る

町
外
に
住
む
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
が
改
め
て
考

え
た
こ
と
は
、
子
育
て
や
教

育
、
高
齢
者
支
援
と
い
っ
た

世
代
ご
と
に
隈
な
く
住
民
を

カ
バ
ー
し
て
行
く
施
策
と
共

に
、
人
生
の
節
目
節
目
に
町

外
で
は
な
く
、
奈
井
江
町
を

選
択
肢
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
住
宅
施
策
の
充
実
で
す
。

住宅施策の充実！

人口推移のグラフ
（昭和 35年～平成 22 年）

奈
井
江
町
の
人
口
推
移

住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
は
？

世代ごとのライフサイクル
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　町民以外の方にも奈井江町を知ってもらい、奈井江町民の仲間入りをして欲しい。
　活気あふれる町には若い力が必要であり、若者にこの町と共に素敵な未来を築いて
もらいたい。そんな願いから定住促進に向けた思い切った住宅施策を考えました。

区　分 町内業者
で新築

町外業者
で新築

町  内  在  住  者 200 万円 150 万円
町外からの転入者 250 万円 200 万円

300万円の助成！！

さらに・・若年、子育て世帯は、上記にプラス 50 万円！

200万円の助成！！

こちらも・・若年、子育て世帯は、上記にプラス 50 万円！

区　分 床面積が
120㎡未満

床面積が
120㎡以上

町  内  在  住  者 50 万円 100 万円
町外からの転入者 100 万円 150 万円

月 1万円を５年間助成！！
○若年単身世帯・・・・・・・・・家賃額の 10％
○若年夫婦、子育て世帯・・・・・家賃額の 20％
※会社の社員寮、公宅（官舎）、公営住宅、3親等　以内の親族が

　有する物件は対象となりません。また、奈井江町の職員、生活

　保護法による保護を受けている世帯も対象外です。

（最大 1万円／月）
最大で 5年間

住宅の新築

中古住宅購入

民間賃貸住宅
家賃助成

最大

最大

最大
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　このまちの良さを知ってもらい、末永く住
んでもらいたいとの思いから定住対策を強化
いたします。
　このスペースで伝えきれないことや制度の
より詳しい内容については、まずは町のホー
ムページをご覧下さい。

　現在、町内に１０区画を分譲中ですが、
新たに南町に新規 4区画を分譲予定です。
　購入し、3年以内に住宅を新築して居
住した方にはお得な購入特典も。

購入
特典
も！

130 万円台より分譲中！

永久に奈井江へとの願いを込めて・・・

1
と

8
わ

2
に

,7
な

1
い

8
え

円分の
ふれあいチケットを贈呈！！

　町内にアパートが少ないとの意見から助
成額を見直しました。この機会にアパート
経営を考えてみませんか？
　

従業員宿舎　　2,000 万円

一般アパート　1,300 万円
　　　　　　　　　　　の助成！！

アパートオーナー募集中！

　北町 6区の旧教員住宅（3戸）を販売し
ます。

販売価格　　150 万円
６月上旬に内覧会と申込み受付を予定

※申込み多数の場合は、若年・子
育て世帯が優先となります。

　町内業者で施工した改修工事が対象とな
ります。詳しくは、4月 1日配布のチラシ
をご覧ください。

5 月 11 日～ 5月 20 日
25 軒　（5カ年間実施）

※申込み多数の場合は、抽選となります。
〈注　意〉

先着順ではありません！！

受付期間
対象件数

今年
もや
りま
す！

夢のマイホームが手に入る！

リフォーム助成町有地の分譲

職員住宅の販売共同住宅建築助成

【問い合わせ】
　まちづくり課企画広報係　☎ 65－ 2112
　奈井江町ホームページ
　http//www.naie.hokkaido.jp/

最大

最大
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み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

「
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
ご
み
は

細
か
く
分
別
さ
れ
、
焼
却
さ
れ

た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
資
源
保
全

に
役
立
つ
な
ど
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

…
」
と
思
っ
た
ら
。

　

な
ん
と
！　

燃
や
せ
る
ご
み

の
排
出
量
が
増
加
し
続
け
て
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

上
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ

い
。
人
口
減
少
が
進
む
反
面
、

生
活
系
の
ご
み
全
体
の
排
出
量

は
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　

つ
ま
り
、
町
民
ひ
と
り
一
人

が
出
す
ご
み
の
量
は
増
え
て
い

る
の
で
す
。
特
に
種
類
別
の
構

成
を
見
る
と
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
量
が
増
加
し
続
け
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

食
品
の
ト
レ
ー
は
汚
れ
を
す

す
い
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ

出
す
な
ど
、
積
極
的
に
リ
サ
ク

ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

分
別
分
別
分
別

ご
み
の

ご
み
の

ご
み
の

合計排出量

燃やせるごみ

生ごみ

燃やせないごみ
リサイクルごみ

プラスチックごみ

1,500

250

500

平成 15年 平成 17年 平成 19年 平成 21年 平成 23年 平成 25年

排出量：t

7,143 6,926 6,668 6,384 6,169 5,934 人口：人

生活系ごみ排出量（平成 15～ 25 年）

　だけど、「ごみを減らす」といっ
ても、昔のように容器や瓶を持って
買い物に行く環境ではないし…。
　安全に配慮した容器や包装された
商品から必ずごみが出てしまうわ。
　じゃあ、どうすればいいのかしら
…。

　小学校でもペットボトルのキャップを回収して車いすに交換する
運動をしているよ。
　町内会や老人クラブ、子ども会が行っている廃品回収を上手に利
用したり、社会福祉協議会では牛乳パックの回収も行っているし、
役場や公共施設では古布の回収ボックスを見たことがあるよ。
　リサイクルできるものを回収する運動に積極的に参加しようよ。
　そうすることで、燃やせるごみも減っていくよ！
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■収集日程

5月 6月 7月 8月 9月 10 月

①北町・本町地区 4 日 1日 6日 3日 7日 5日

②東町・南町地区※ 18 日 15日 20日 17日 21日 19日

※②には、向ヶ丘、向ヶ丘栄町、住友新町、宮村 1区・3区（いずれも非農家）、茶志内 2区甲・乙、
高島 7区が含まれます。

農村地区（春季） 5月8日（金）　※ごみの量によって、収集が翌日になる場合があります。

　子どもたちの意見で始まった“全町
一斉クリーン作戦”。
　毎年、子どもからお年寄りまで
500人以上が参加する大イベント。
　町民有志の飛び入り参加は、大歓迎
です。子どもたちと一緒に、町をキレ
イにしませんか !?

■日にち　5月１日（金）　※雨天中止
■時間　役場前集合：13時 20分
　※事前の連絡は不要です。上記の時間にお集ま
りください。
■持ち物　軍手、火ばさみ
　※ごみ袋は、役場で用意します。

主催：奈井江町・奈井江町教育委員会・奈井江町子ども会議

※地区や各種団体が行うボランティアのごみ拾いには、役場から無料でごみ袋を提供します。

■回収の受付
・受付開始　4月 13日（月）～
・受付時間　8時 30分～ 17時（休日を含む）
・申込先
　まちなみ課 管財環境係　☎ 65－ 2116
※申込みは、回収希望日の前週木曜日まで

■粗大ごみの出し方
①役場へ回収を申し込む
※農村地区は、申込不要
②ごみ処理券を購入
・1枚 200 円（指定ごみ袋販売店で販売）
・1辺（縦、横、高さどこでも）が 1mを超え
るものは、2枚必要です。
③回収
・8時 30分（農村地区は 8時）までに、他の
ごみと同じ場所へ出してください。

■粗大ごみって？
　指定袋に入らないものが、粗大ごみです。
・粗大ごみとして出せないもの
ドラム缶、バッテリー、廃油、建築廃材、ハ
ウスビニール、廃タイヤ、バイク、農機具、
家電リサイクル法対象家電（テレビ、エアコ
ン、冷蔵庫など）、パソコン、消火器など

※「クリーンプラザくるくる」へ直接持ち込む
こともできます。
（処理手数料は施設で支払うため、ごみ処理
券は必要ありません）

【問い合わせの多い例】※ごみ処理券の枚数
枝など…直径 30cm以内で 1束にして 1枚
スキー…2組（4本）まで、1つに縛り 2枚
ふとん…敷き・掛けセットなら三つ折りにし

て 1つに縛り、1枚（1m以上にな
る場合は、2枚）

粗大ごみの回収日程

■ごみに関する問い合わせ先　まちなみ課管財環境係　☎ 65ー 2116

7　　◇広報ないえ　2015.4



際
に
得
ら
れ
た
お
子
さ
ん
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
が

情
報
共
有
を
行
い
、
よ
り
専
門

的
な
分
野
の
関
わ
り
が
必
要
な

場
合
に
つ
い
て
は
、
道
な
ど
の

機
関
と
の
連
携
の
下
に
対
応
し
、

こ
の
２
年
間
で
一
定
の
成
果
を

得
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
保
健
や
介
護
予
防
事
業
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
人
員
配
置
で
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

27
年
度
に
介
護
保
険

制
度
が
改
正
さ
れ
、
住
民
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く

た
め
の
検
討
を
行
う「
協
議
体
」

の
設
置
と
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
や

利
用
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
配
置
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、

４
月
以
降
、
早
急
に
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
か

ら
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
担
当
係
を
２
つ
に
分

け
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

■
教
育
施
策
充
実
の
た
め
の
教

職
員
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

○
教
育
長　

学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
教
育
現
場

総　

括　

質　

問

◎
笹
木 

利
津
子　

議
員

■
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て①
マ
マ
友
ク
ラ
ブ
に
全
員
参
加

で
き
る
よ
う
な
勧
誘
方
法
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

対
象
は
、
妊
婦
さ
ん

と
３
〜
４
カ
月
児
を
持
つ
お
母

さ
ん
で
、
今
年
は
８
月
と
11
月

の
２
回
開
催
し
ま
し
た
。
対
象

者
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

声
か
け
の
ほ
か
、
文
書
や
電
話

に
よ
る
勧
誘
も
実
施
し
、
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

同
士
が
気
軽
に
情
報
交
換
で
き

る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
も
効
果
的
な
勧
誘

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

②
５
歳
児
健
康
相
談
で
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
充

分
な
体
制
が
と
れ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

○
町
長　

町
の
独
自
事
業
と
し

て
、
保
育
士
や
保
健
師
、
栄
養

士
に
よ
る
相
談
体
制
で
、
育
児

や
食
育
、
子
育
て
の
相
談
や
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
の

３月 9日～ 20日（傍聴者 17人）

■平成 27年度予算（一般会計ほか 6会計）
○一般会計は、総額 48億 1,000 万円（前年比 4.2％
増）となり、特別会計、公営企業会計を合わせ
た予算総額は 77 億 150 万円（前年比 0.5％増）
に（詳しくは、5月 1日発行の「このまちのデ
ザイン」をご覧ください。）
■平成 27年度一般会計補正予算
○平成 26 年度予算での地域活性化・地域住民生
活等緊急支援事業実施に伴い、歳入歳出共に
1,739 万円を減額し、総額 47 億 9,261 万円に
■公の施設に係る指定管理者の指定
■奈井江、浦臼町学校給食組合の規約の変更
■監査委員の選任
▷中野　浩二氏（再任）の選任に同意

〈意見書〉
■ TPP交渉等国際貿易交渉に係る意見書
■農協関係法制度の見直しに関する意見書
■農業委員会改革に関し慎重な議論を求める意見書

〈会議案〉
■奈井江町議会委員会条例の改正
■奈井江町議会議員の定数を定める条例の改正
○議員定数を 1名削減し、9名に

第１回 定例会

〈報　告〉
■奈井江町高齢者福祉計画の策定について
■奈井江町障がい者福祉計画の策定について

〈議　案〉
■平成 26年度補正予算（一般会計ほか 6会計）
○一般会計は、各事業の精査のほか、地域活性化・
地域住民生活等緊急支援事業を計上など、歳入
歳出共に 3,042 万円を減額し、総額 47 億 4,017
万円に
■条例の改正
▷奈井江町職員の給与に関する条例
▷奈井江町老人福祉寮設置条例
▷地域振興基金条例
▷奈井江町行政手続条例
▷特別職及び教育長の給与の臨時措置に関する条例
▷奈井江町廃棄物の処理及び清掃に関する条例
▷奈井江町課設置条例
▷奈井江町認定こども園の設置及び管理に関する条例
▷地方教育行政の組織及び運営に関する関係条例
▷奈井江町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の保育料に関する条例

▷奈井江町税及び奈井江町都市計画税の納期の特例
に関する条例
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◎
大
矢 

雅
史　

議
員

■
奈
井
江
商
業
高
校
へ
の
支
援

策
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

今
回
、
支
援
策
を
大

胆
に
見
直
し
、
期
待
以
上
の
出

願
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
も
大

変
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ

の
検
証
も
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
学
校
に
も
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら
検
証
し
て
参
り
ま
す
。

■
町
立
病
院
、
老
人
介
護
施
設

の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
ケ
ア
内
容

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

町
立
病
院
や
健
寿
苑
、

や
す
ら
ぎ
の
家
は
、
ま
す
ま
す

進
む
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
今

後
も
重
要
な
施
設
で
す
。

　

経
営
の
健
全
化
を
維
持
す
る

と
共
に
利
用
者
に
満
足
い
た
だ

け
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
内
容
の
充
実
、
ま

た
、
利
用
時
間
を
選
択
し
た
い

で
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
教

職
員
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
、
私
か
ら
直
接
、「
教
育
行

政
執
行
方
針
」
を
教
育
振
興
会

で
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
振
興
会
の
中
に
校
長
会
や
小

中
学
校
、
教
育
委
員
会
の
代

表
に
よ
る
合
同
委
員
会
を
設

け
、「
チ
ー
ム
奈
井
江
」
と
し
て
、

授
業
ス
タ
イ
ル
等
の
調
査
や
研

究
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◎
森
岡 

新
二　

議
員

■
今
年
度
取
り
組
む
定
住
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

10
年
後
の
人
口
が
、

20
％
減
と
な
る
4
7
6
0
人
。

高
齢
化
率
が
約
50
％
に
な
る
と

の
試
算
結
果
を
経
て
、
第
6
期

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
最
重
要
課

題
を
定
住
対
策
と
し
ま
し
た
。

　

奈
井
江
町
に
は
、
素
晴
ら

し
い
立
地
企
業
が
あ
る
一
方

で
、
社
員
の
約
７
割
強
が
、
町

外
か
ら
の
通
勤
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
に
も
多
く
奈
井
江

町
に
住
ん
で
頂
け
る
よ
う
３
回

に
亘
り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
家
賃
助
成
や

住
宅
購
入
時
の
助
成
金
の
大
幅

な
増
額
を
行
う
ほ
か
、
認
定
こ

ど
も
園
や
小
学
校
、
中
学
校
に

お
け
る
教
育
支
援
の
充
実
な
ど
、

様
々
な
施
策
に
つ
い
て
、
新
設

や
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
新
年
度
が
、
奈
井
江
町
の

創
生
元
年
で
あ
る
」
と
の
強
い

想
い
を
持
っ
て
27
年
度
に
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
施
策
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
広
報
誌
で
の
特
集

記
事
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
や
札

幌
奈
井
江
会
等
へ
の
チ
ラ
シ
の

配
布
、
10
月
頃
を
目
途
と
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
改
修
を

行
い
ま
す
。
立
地
企
業
の
社
員

に
対
す
る
直
接
的
な
P
R
と

し
て
は
、
社
員
寮
や
「
芝
桜
ま

つ
り
」
で
の
宣
伝
活
動
の
ほ
か
、

直
接
届
く
よ
う
な
広
報
活
動
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

■
地
方
版
総
合
戦
略
の
概
要
と

策
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

○
町
長　

昨
年
11
月
に「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
制

定
さ
れ
、
市
町
村
も
平
成
27
年

度
中
に
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
が
努
力
義
務
と
な
り
ま

し
た
。

　

奈
井
江
町
で
は
、
国
の
「
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」

を
勘
案
し
て
、
人
口
の
現
状
と

将
来
展
望
を
提
示
す
る
「
地
方

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
今
後
５
か

年
の
目
標
や
基
本
的
な
方
向
性
、

施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
雇
用

の
創
出
、
定
住
対
策
、
子
育
て

支
援
な
ど
、「
第
６
期
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
町
の
現
状
に
即
し
た

施
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

■
町
立
国
保
病
院
の
経
営
全
化

に
つ
い
て
伺
い
ま
す

○
町
長　

町
立
病
院
で
は
、
人

口
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、

患
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

経
営
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、「
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確

化
」「
経
営
の
効
率
化
」「
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」「
経
営
形

態
の
見
直
し
」
の
４
つ
の
視
点

を
持
っ
て
、今
後
５
年
間
の「
経

営
健
全
化
中
期
計
画
」
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
に
計
画
し
て
い
る
取

り
組
み
は
、
砂
川
市
立
病
院
等

か
ら
の
紹
介
患
者
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
と
入
院
調
整
の
迅
速

化
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
も
病
病
連
携
や
病
診
連
携
を

重
視
し
な
が
ら
、
ど
う
経
営
に

結
び
付
け
、
健
全
化
を
図
っ
て

い
く
か
で
あ
り
、
町
民
に
安
心

し
た
医
療
提
供
が
可
能
と
な
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

と
い
う
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
受

け
て
、
利
用
時
間
の
短
時
間
設

定
や
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
所
で
す
。

■
空
知
団
地
へ
の
新
た
な
企
業

誘
致
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

昨
年
３
月
に
は
、
企

業
立
地
促
進
条
例
を
改
正
し
、

助
成
対
象
業
種
の
拡
大
の
ほ
か
、

土
地
取
得
に
対
す
る
助
成
措
置

の
創
設
な
ど
、
早
期
の
分
譲
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
た
ほ
か
、

美
唄
市
と
構
成
す
る
空
知
団
地

企
業
誘
致
推
進
会
議
に
お
い
て

も
、
両
市
町
が
、
よ
り
効
率
的

な
セ
ー
ル
ス
を
行
う
た
め
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

■
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

つ
い
て

①
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

○
町
長　

人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」
の
好
循
環
を

作
り
出
す
必
要
が
あ
り
、
今
後

も
立
地
企
業
と
の
連
携
や
積
極

的
な
企
業
誘
致
を
展
開
し
、
新

規
立
地
や
事
業
拡
大
に
対
す
る

支
援
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
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◎
三
浦 

き
み
子　

議
員

■
地
域
で
の
助
け
合
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
性
化
の
し
く
み
を

町
は
ど
う
構
築
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
町
長　
「
高
齢
者
等
支
え
愛

条
例
」
に
基
づ
き
、
昨
年
よ
り

見
守
り
や
支
援
の
必
要
な
人
の

名
簿
作
成
に
取
り
組
み
、
提
出

の
あ
っ
た
７
割
の
行
政
区
に
つ

い
て
は
、
担
当
課
で
精
査
を

行
っ
た
後
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
完
成
し
た
名
簿
の

配
布
を
始
め
て
お
り
、
残
り
の

区
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
協

力
依
頼
を
行
っ
て
、
名
簿
の
配

布
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
名
簿
の
活
用
に
よ

り
、
地
域
で
の
見
守
り
や
支
援

活
動
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

け
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

地
域
の
福
祉
事
業
各
般
に
亘
っ

て
の
活
用
が
な
さ
れ
、
事
業
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
若
者
の
社
会
的
ひ
き
こ
も
り

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　
「
ひ
き
こ
も
り
」
に

な
っ
た 

き
っ
か
け
と
し
て
は
、

「
学
生
時
代
の
不
登
校
」「
職
場

に
な
じ
め
な
か
っ
た
」
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、「
イ
ラ
イ
ラ

し
て
す
ぐ
に
怒
り
出
す
」「
無

気
力
」「
う
つ
状
態
」
と
な
り
、

こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、

「
ひ
き
こ
も
り
」
に
繋
が
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
健
康
づ
く
り
計
画

に
お
け
る
重
点
課
題
の
１
つ
に

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
位
置
付

け
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
「
心

の
健
康
相
談
窓
口
」
の
開
設
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
な

ど
、
様
々
な
対
策
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
予
防
対

策
や
支
援
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

■
奈
井
江
商
業
高
校
の
生
徒
に

対
す
る
町
の
雇
用
支
援
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
奈
井
江
商
業
高
校

の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ
り
、「
教

育
の
明
日
を
考
え
る
集
い
」「
産

業
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
や
、
や

す
ら
ぎ
の
家
で
の
ヨ
サ
コ
イ
の

披
露
な
ど
、
生
徒
た
ち
が
町
民

の
中
に
積
極
的
に
入
っ
て
来
る

際
に
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し

て
激
励
す
る
、
ふ
れ
あ
い
の
支

援
が
重
要
で
す
。
生
徒
の
向
上

心
を
高
め
る
と
共
に
、
町
民
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
１

つ
ひ
と
つ
が
、
町
内
外
の
方
々

の
目
に
触
れ
、
雇
用
に
も
繋
が

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

■
小
学
校
低
学
年
の
少
人
数
学

級
の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
教
育
長　

現
在
、
小
学
校
３

年
生
で
町
独
自
に
35
人
学
級
を

実
施
し
、
１
ク
ラ
ス
20
人
程
度

の
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
級
の
人
数
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
育
つ
た
め
に
は
、
あ
る
程

度
の
集
団
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
現
場
に
お
い
て
は
、

「
25
〜
26
人
程
度
の
ク
ラ
ス
が

理
想
」
と
も
お
聞
き
を
し
て
お

り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
35
人

学
級
を
見
直
す
考
え
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
入
学

者
数
を
注
視
し
な
が
ら
、
判
断

を
し
て
参
り
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

○
教
育
長　

本
町
で
は
、
現
在
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
学
校
か
ら
問
題
と
な
る

ケ
ー
ス
の
通
報
を
受
け
た
場
合

は
、
時
間
を
置
か
ず
関
係
機
関

で
構
成
す
る
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
し
、
見
守
り
や
適
切
な
対
応

方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
心
配
と
さ

れ
る
家
庭
に
は
、
準
要
保
護
等

の
就
学
援
助
や
生
活
保
護
、
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
の
助
言
な

ど
に
つ
い
て
、
福
祉
係
と
連
携

を
図
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
学
校
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
関
係
機
関
と

の
連
携
も
緊
密
に
し
て
、
問
題

の
あ
る
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い

取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

た
っ
て
も
、
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
る
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
幅

広
く
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
新
た
な
課
の
役
割
と
各
課
の

連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

４
月
か
ら
担
当
課
を

設
置
し
て
対
応
す
る
た
め
、
本

定
例
会
に
お
い
て
、「
ふ
る
さ

と
振
興
課
」
を
「
ふ
る
さ
と
農

政
課
」「
ふ
る
さ
と
商
工
課
」、

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
課
」

の
３
課
に
再
編
を
行
う
べ
く
、

課
の
設
置
条
例
の
改
正
案
を
提

案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ふ
る

さ
と
創
生
課
」
と
共
に
産
業
を

所
管
す
る
２
課
を
統
括
す
る
参

事
職
も
新
た
に
配
置
し
な
が
ら
、

奈
井
江
版
の
地
方
創
生
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
各
課
の
連
携
と
い
う

こ
と
で
は
、
私
を
本
部
長
と
し
、

本
部
員
に
各
課
の
課
長
を
任
命

し
た
「
奈
井
江
町
ふ
る
さ
と
創

生
本
部
」
を
設
置
し
て
お
り
、

全
庁
的
な
連
携
体
制
に
よ
る
総

合
戦
略
の
策
定
、
事
業
の
推
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
石
川 

正
人　

議
員

■
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
に
お
け
る
奈
井
江
版
総

合
戦
略
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

策
定
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
人
口
の
現

状
と
将
来
展
望
を
提
示
す
る

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
７

月
頃
を
目
途
に
策
定
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
を
把
握

し
、
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
内

部
で
の
検
討
の
ほ
か
、
既
存
の

組
織
や
産
業
界
、
教
育
機
関
な
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◎
森　

繁
雄　

議
員

■
過
疎
化
の
中
の
改
革
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

第
６
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
策
定
に
お
い
て
、
10

年
後
の
人
口
が
４
千
８
百
人
。

高
齢
化
率
50
％
と
の
推
計
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、「
少

し
で
も
多
く
の
方
た
ち
に
、
こ

の
奈
井
江
町
に
住
ん
で
頂
き
た

い
」
と
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
、

定
住
対
策
を
最
重
要
課
題
の
１

つ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
交
付
税
の
削
減
な

ど
、
大
変
厳
し
い
行
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と

◎
遠
藤 

共
子　

議
員

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
す
る

家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
策
の

導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

ご
質
問
の
件
に
つ
い

ど
、
有
識
者
会
議
に
よ
る
検
討

を
踏
ま
え
た
素
案
を
年
内
を
目

途
に
取
り
ま
と
め
、
議
会
と
も

十
分
協
議
を
し
な
が
ら
、
27
年

度
中
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

組
織
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

こ
の
４
月
か
ら
、
地
方
創
生
を

担
当
す
る『
ふ
る
さ
と
創
生
課
』

を
新
た
に
設
置
す
る
ほ
か
、
国

の
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に

つ
い
て
、
国
と
調
整
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
合
戦
略
の
重
要
項
目
に
つ

い
て
で
す
が
、
新
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
は
、
住
宅
や
子
育

て
、
教
育
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
地
域
づ
く
り
に
配
慮
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
姿
勢
が
、

ま
さ
し
く
地
方
創
生
に
結
び
つ

く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
総
合

戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
も
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
な
戦
略
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

て
は
、
昨
年
実
施
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
」

に
お
い
て
、
す
で
に
調
査
を
し

て
お
り
、
20
％
の
方
が
「
利
用

し
た
い
」
と
答
え
る
一
方
で
、

30
％
の
方
が
「
必
要
な
い
」
と

の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
も
の

の
、
既
に
行
っ
て
い
る
保
健
師

等
に
よ
る
家
庭
訪
問
事
業
に
加

え
て
実
施
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
は
今
後
、
先
進
事
例
等
の
状

況
も
確
認
し
な
が
ら
、
研
究
し

て
参
り
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通
の
整
備
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

2
月
23
日
か
ら
2
週

間
に
亘
っ
て
乗
降
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、

・
向
ヶ
丘
線
で
は
、
1
便
あ
た

り
2.3
人

・
市
街
地
循
環
線
で
は
、南
ル
ー

ト
線
で
0.9
人
、

　

北
ル
ー
ト
線
で
0.2
人

・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
1

便
あ
た
り
1.6
人

　

と
の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

向
ヶ
丘
線
に
つ
い
て
は
、
最

大
乗
車
人
員
が
8
名
の
便
も
あ

り
、
東
町
地
区
も
含
め
た
生
活

路
線
の
役
割
を
確
立
し
て
い
る

ほ
か
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
も
、

前
日
ま
で
の
予
約
制
で
あ
る
た

め
、
効
率
的
な
運
行
が
な
さ
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
街
地
循
環
線
、

特
に
北
ル
ー
ト
線
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
利
用
が
な
い
状
況
に

あ
っ
て
、
国
は
本
年
10
月
か
ら
、

「
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
が
1.0

人
以
下
の
場
合
、
補
助
対
象
外

と
す
る
」
と
し
て
お
り
、
よ
り

効
率
的
な
運
行
が
課
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
事
務
局
で
よ
く
検
討

を
行
い
、
地
域
住
民
、
そ
し
て 

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
諮
り

を
し
な
が
ら
、
運
行
便
数
や
経

路
、
停
留
所
等
に
つ
い
て
、
見

直
し
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

予
約
制
で
運
行
す
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
本
町
で
は
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式

に
該
当
し
ま
す
が
、
地
元
タ
ク

シ
ー
会
社
、
バ
ス
の
運
行
会
社

か
ら
は
、「
車
両
の
台
数
や
人

員
配
置
の
関
係
か
ら
、
拡
大
は

た
い
へ
ん
難
し
い
」
と
の
回
答

を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
の

推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
町
長　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、「
お
も
い
や
り
の

障
が
い
福
祉
条
例
」
の
基
本
理

念
に
掲
げ
た
と
お
り
、
雇
用
と

就
労
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
当

町
に
お
い
て
も
、
自
立
支
援
給

付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

就
労
移
行
訓
練
を
経
て
、
町
内

外
で
一
般
就
労
に
結
び
つ
く

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

は
、
官
公
庁
で
は
ほ
と
ん
ど
類

の
な
い
、
知
的
障
が
い
者
１
名

の
臨
時
職
員
雇
用
を
役
場
で
率

先
し
て
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

町
の
独
自
施
策
と
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
企
業

等
に
賃
金
の
一
部
を
助
成
す
る

「
障
が
い
者
短
期
就
労
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
を
平
成
25
年
度

に
創
設
し
、
よ
り
多
く
の
方
々

が
就
労
に
結
び
つ
く
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

依
然
、
福
祉
的
就
労
と
一
般

就
労
の
間
に
は
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

こ
の
制
度
が
浸
透
し
、
就
労
に

結
び
つ
く
よ
う
、
積
極
的
に

P
R
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
10
月
に
開
設
予
定
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
」

で
の
障
が
い
者
の
雇
用
で
す

が
、
こ
の
カ
フ
ェ
は
、
営
利
目

的
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
運
営
す
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
、
雇
用
自
体
が

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

ま
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
町

民
誰
も
が
集
い
、
交
流
を
深
め

る
た
め
に
開
設
す
る
こ
と
か
ら
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
交
流
、
社

会
参
加
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
多
く
の
方
に
積
極
的

に
ご
参
加
を
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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思
い
ま
す
が
、
奈
井
江
の
町
民

に
は
、
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
が

あ
り
、
そ
れ
は
枯
渇
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
全
財
政
を

維
持
し
な
が
ら
、
ま
ち
を
守
り
、

育
て
て
い
く
た
め
、
町
民
皆
で

考
え
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
森
議
員
を
始
め
、

議
会
の
皆
さ
ん
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
奈
井
江
人
の
育
成
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

○
教
育
長　

心
の
豊
か
さ
を
育

む
た
め
に
は
、
体
験
学
習
を
通

し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
促
す
よ
う
な
指
導
を
行

い
、
倫
理
観
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

稲
作
体
験
や
職
場
体
験
学
習

を
通
じ
て
、
地
域
の
方
々
に
多

大
な
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ

と
や
働
く
喜
び
の
実
感
。
優
れ

た
ホ
ー
ル
を
擁
す
る
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
ホ
ー
ル
で
の
音
楽
の
体
感
。

な
い
え
福
祉
会
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て

る
な
ど
、
今
後
も
、「
地
域
の

皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
に

感
謝
し
、
ふ
る
さ
と
奈
井
江
を

誇
り
に
思
う
、
心
優
し
い
奈
井

江
人
」
の
育
成
を
目
指
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

　平成 27年 4月 1日から奈井江町の組織と機構を見直し、奈井江版地方創生への取り組みや地域に根
ざした住民サービスの充実を図って参ります。※変更のある部署のみ掲載しています。

奈井江町　組織と機構の見直し

課名 係名

ふるさと振興課 農政係
商工係

教育委員会事務局
総務学校教育係
生涯学習係
文化振興係

まちなみ課 建設係
住宅環境係

健康ふれあい課
保健センター・
包括支援センター

健康づくり係
介護支援係

町立病院 事務局 総務係
医事係

地域医療連携室 地域医療係
健寿苑 管理相談係
やすらぎの家 管理係

課名 係名
ふるさと農政課 農政係
ふるさと商工課 商工係
ふるさと創生課 地方創生係

まちなみ課
建築公住係
管財環境係
土木係

教育委員会事務局 教育支援係
文化振興係

健康ふれあい課

保健センター・
包括支援センター

健康づくり係
介護支援係
介護予防係

町立病院 事務局 総務係
医事係

地域医療連携室 地域医療係
健寿苑 管理相談係
やすらぎの家 管理係

改正後改正前

　議会提案により、「奈井江町議会議員の定数を定め
る条例の改正」が議決され、議員定数が現行の 10 名
から 1名削減されて、9名になります。
　この改正は、今月告示の奈井江町議会議員選挙から
適用となります。

議員定数

9名

10 名
↓

※
掲
載
は
通
告
順
で
、
同
様
の

答
弁
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
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町
職
員
人
事
異
動

■
４
月
１
日
発
令
〈
元
職
等
〉

◆
ま
ち
づ
く
り
課
◆
企
画
広
報
主

幹
兼
企
画
広
報
係
長
事
務
取
扱

松
本
正
志

◇
交
通
防
災
係
◇
係
長　

金
瀧
靖

次
〈
ま
ち
な
み
課
住
宅
環
境
係

長
〉

◆
く
ら
し
と
財
務
課
◆
財
政
主
幹

兼
財
政
係
長
事
務
取
扱　

辻
脇

泰
弘

◇
財
政
係
◇
主
査　

是
枝
圭
祐

〈
ま
ち
な
み
課
住
宅
環
境
係
主

査
〉

◇
税
務
係
◇
係
長　

畠
山
恵
一

〈
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
〉

◆
お
も
い
や
り
課
◆
福
祉
子
育
て

支
援
主
幹　

池
上　

学

◇
医
療
保
険
係
◇
係
長　

嶋
林
悦

子〈
ま
ち
な
み
課
建
設
係
長（
事

務
担
当
）〉

◇
福
祉
係
◇
主
事
補　

木
村
俊
輝

〈
新
採
用
〉

◇
認
定
こ
ど
も
園
◇
保
育
士　

鈴

木
恵
美
〈
新
採
用
〉

◆
ふ
る
さ
と
振
興
参
事
◆
碓
井
直

樹

◆
ふ
る
さ
と
農
政
課
◆
兼
ふ
る
さ

と
農
政
課
長　

碓
井
直
樹
／
土

地
改
良
セ
ン
タ
ー
長　

石
川
裕

二
／
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
主
査

大
川
原
広
一
／
土
地
改
良
セ
ン

タ
ー
主
査　

中
森
大
地

◇
農
政
係
◇
係
長
（
林
務
担
当
）

菊
地
敏
隆
／
係
長
（
農
務
担

当
）
谷
口
典
亨
／
主
査　

都
築

岳
司
／
主
事　

三
浦
武
文
〈
北

海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部

派
遣
〉

◆
ふ
る
さ
と
商
工
課
◆
課
長　

横

山　

誠
〈
教
育
委
員
会
文
化
振

興
主
幹
兼
文
化
振
興
係
長
事
務

取
扱
〉

◇
商
工
係
◇
兼
商
工
係
長
事
務
取

扱　

横
山　

誠
／
主
査　

田
中

恵
／
主
事　

五
十
嵐
み
ゆ
き

◆
ふ
る
さ
と
創
生
課
◆
課
長　

石

塚
俊
也

◇
地
方
創
生
係
◇
係
長　

井
上
健

二
〈
教
育
委
員
会
総
務
学
校
教

育
係
長
〉
／
兼
主
査　

田
中　

恵
◆
ま
ち
な
み
課
◆
管
財
環
境
主
幹

別
部
由
彦
〈
中
空
知
広
域
水
道

企
業
団
派
遣
〉
／
土
木
建
築
公

住
主
幹　

加
藤
一
之
〈
ま
ち
な

み
課
建
設
主
幹
〉

◇
土
木
係
◇
係
長　

鈴
木
宏
明
／

主
査　

大
﨑　

憲
／
技
師
補　

夏
海
康
史
／
技
師
補　

濱
本
一

浩
／
主
事
補　

大
峡
伸
也

◇
建
築
公
住
係
◇
兼
係
長
事
務
取

扱　

加
藤
一
之
／
主
事　

布
川

砂
友
未
／
技
師　

岩
部
裕
之
／

兼
主
事　

漆
崎
裕
太

◇
管
財
環
境
係
◇
兼
係
長
事
務
取

扱　

別
部
由
彦
／
主
査　

此
川

由
香
〈
く
ら
し
と
財
務
課
税
務

係
主
査
〉
／
主
事　

漆
崎
裕
太

◆
健
康
ふ
れ
あ
い
課
◆
介
護
主
幹

杉
野
和
博
／
健
康
づ
く
り
主
幹

鈴
木
久
枝

◇
健
康
づ
く
り
係
◇
兼
係
長
事
務

取
扱　

鈴
木
久
枝

◇
介
護
支
援
係
◇
兼
主
査　

石
塚

じ
ゅ
ん

◇
介
護
予
防
係
◇
係
長　

長
谷
川

裕
見
子
〈
地
域
医
療
連
携
室
地

域
医
療
係
長
〉
／
主
査　

石
塚

じ
ゅ
ん
〈
健
康
ふ
れ
あ
い
課
〉

／
兼
主
事　

田
宮
由
久

◆
町
立
病
院

　

総
看
護
師
長　

和
田
弘
美
〈
再

任
用
〉
／
看
護
主
幹
兼
訪
問
看

護
係
長
事
務
取
扱　

鈴
木
博
美

〈
訪
問
看
護
係
長
〉
／
看
護
主

幹　

小
倉
ゆ
か
り
〈
主
任
看
護

師
〉

◇
看
護
係
◇
主
任
看
護
師　

齋
藤

由
香
〈
主
査
〉
／
主
任
看
護
師

橋
本　

泉
〈
主
査
〉
／
看
護
師

水
落
よ
し
子
〈
再
任
用
〉
／
看

護
師　

田
中
沙
永
子〈
新
採
用
〉

◆
地
域
医
療
連
携
室

　

看
護
主
幹　

和
田
弘
美
〈
再
任

用
〉

◇
地
域
医
療
係
◇
兼
係
長
事
務
取

扱　

杉
野
和
博
／
保
健
師　

寺

林
美
香
〈
介
護
支
援
係
〉
／

看
護
師　

塚
本
亮
子
〈
新
採

用
〉

◆
や
す
ら
ぎ
の
家

　

看
護
師
長　

宇
佐
美
紀
恵
／
看

護
主
幹
兼
看
護
係
長
事
務
取
扱

常
陸
由
香

◇
介
護
係
◇
介
護
福
祉
士　

川
越

由
〈
再
任
用
〉

◆
議
会
事
務
局
◆
庶
務
主
幹
兼
庶

務
係
長
事
務
取
扱　

栗
山
ひ
ろ

み
◆
農
業
委
員
会
事
務
局
◆
事
務
局

次
長
兼
農
地
振
興
係
長
事
務
取

扱　

山
下　

衛
〈
石
狩
川
流
域

下
水
道
組
合
派
遣
〉

◆
教
育
委
員
会
◆

◇
教
育
支
援
係
◇
係
長　

高
橋
利

彰
〈
ふ
る
さ
と
振
興
課
商
工
係

長
〉
／
主
査　

谷
口
か
お
り
／

主
査
久
保
田
禎
文
／
主
事　

釣

本
真
由
美
／
中
学
校
勤
務　

主

事　

三
橋
千
洋
／
小
学
校
勤
務

　

学
校
事
務
員　

渡
辺
明
美

◇
文
化
振
興
係
◇
係
長　

芝
田
範

子
〈
お
も
い
や
り
課
医
療
保
険

係
長
〉／
主
事　

川
股
増
博〈
再

任
用
〉

◆
派
遣
◆

◇
奈
井
江
、
浦
臼
町
学
校
給
食
組
合
◇

渡
邉
孝
行
〈
ま
ち
づ
く
り
課
交

通
防
災
主
幹
兼
交
通
防
災
係
長

事
務
取
扱
〉

◇
石
狩
川
流
域
下
水
道
組
合
◇
東

頭
忠
幸
〈
ふ
る
さ
と
振
興
課
農

政
主
幹
兼
農
政
係
長
（
農
務
担

当
）
事
務
取
扱
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
農
地
振
興
係
長

事
務
取
扱
〉

◆
退
職
◆
〈
3
月
31
日
付
〉

　

川
股
増
博
〈
ま
ち
づ
く
り
課
付

け
課
長
補
佐
〉／
和
田
弘
美〈
町

立
国
保
病
院
総
看
護
師
長
〉
／

水
落
よ
し
子
〈
町
立
国
保
病
院

看
護
主
幹
〉
／
川
越　

由
〈
老

人
総
合
福
祉
施
設
介
護
係
〉
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国
民
全
員
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
25
年
5
月
に
、「
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」
が
国
会
で
成
立
し
、
こ
の
法
律

に
基
づ
い
て
、
町
は
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
、
制
度

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住

民
票
を
有
す
る
全
て
の
人
に
12

桁
の
個
人
番
号
（
以
下
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
」）
を
付
番
す
る
こ

と
で
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
分
野
で
皆
さ
ん
の
情
報

を
正
確
に
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
に
存
在
す
る
情
報
が
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
全

国
共
通
の
社
会
基
盤
制
度
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
法
人
な
ど
に
も

13
桁
の
法
人
番
号
が
付
番
さ
れ
、

同
様
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
全
般
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
ー
20
ー
０
１
７
８

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

利
用
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分
（
※
土
・
日
曜

日
、祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
で
、
年
金
や
医
療
保

険
・
雇
用
保
険
の
手
続
き
、
生

活
保
護
、
児
童
手
当
そ
の
他
福

祉
の
給
付
、
税
の
確
定
申
告
と

い
っ
た
、
法
律
や
条
例
で
定
め

ら
れ
た
事
務
に
限
っ
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
の
利
便
性
向
上

（
面
倒
な
手
続
き
を
簡
単
に
）

　

本
人
確
認
や
所
得
な
ど
の
情

報
が
確
認
し
や
す
く
な
る
た
め
、

手
続
き
に
必
要
と
な
る
証
明
書

な
ど
の
添
付
書
類
の
省
略
や
簡

素
化
が
可
能
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

（
給
付
金
等
の
不
正
受
給
防
止
）

　

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
が
把
握
し
や
す
く

な
る
た
め
、
負
担
を
不
当
に
免

れ
た
り
、
給
付
を
不
正
に
受
け

た
り
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
本

当
に
困
っ
て
い
る
人
に
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
行
政
の
効
率
化

（
手
続
き
が
正
確
で
迅
速
に
）

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
で
、
複
数
の
業
務
間

で
の
連
携
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
照
合
・
転
記
・
入
力
な
ど

に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
力
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
27
年
10
月
に

　

町
か
ら
、
皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
世
帯
単
位
で
住
民

票
の
住
所
に
郵
送
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
い
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
の
効
果

こ
れ
か
ら
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
平
成
28
年
1
月
か
ら

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
行
政
手
続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
が
全
国
一
斉
に
開

始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者

は
、
町
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

一
生
使
い
ま
す

　

10
月
か
ら
国
民
の
皆
さ
ん
、

一
人
一
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

通
知
さ
れ
ま
す
。
一
生
使
う
も

の
で
す
の
で
、
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以

外
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し

た
り
、
他
人
に
提
供
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共

団
体
が
、
皆
さ
ん
に
電
話
な
ど

で
番
号
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

《
個
人
番
号
カ
ー
ド
》

　
　
　
　
　

※
イ
メ
ー
ジ
で
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人

確
認
用
の
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
の
ほ
か
、
e
ー
T
a
x

な
ど
の
各
種
電
子
申
請
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん 広報ないえ　2015.4 ◇　　14



　黄金色に実った稲の刈り
取りが進む 9月 25日、北
海道日本ハムファイターズ
のマスコットキャラクター
「B・B」が奈井江町にやっ
てきました。
　訪問の目的は、札幌ドー
ムで行うホームゲームの会
場で上映する、道内市町村
のPR映像の撮影です。
　撮影風景やファンとの交
流の様子を紹介します。

北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ

　B・Bは、新ないえ温泉ホテル北乃湯からスター
トして、町内の施設や観光名所、お店で撮影を行
いました。やすらぎの家では、デイサービス利用
者と一緒に体操をし、からまつ園では、そば打ち
を体験しました。このほかにも掲載しきれないほ
どの奈井江町の魅力を撮影してくれました。
　驚いたのは、球場のパフォーマンスでバック転
をしたり、ダンスを踊ったりと体育会系のイメー
ジが強いB・Bですが、ピアノ演奏がすごく上手
だったことです。
　夕方には、文化ホールで町内外から集まった
100人以上のファンとの交流会を開催しました。

　奈井江町PR映像が上映されるホームゲームが
決定。ファイターズのご厚意で 3塁側ホームベ
ンチ上のB指定席を確保します。
　チケット予約は電話で受付します。
○対象者　町内小中学生と保護者（先着 35名）
○交通　　福祉バス（役場前出発 10時 30分）
※保護者同伴を原則とします。
※対象以外の方のチケット予約も受付ますが、会
場への交通手段は各自で準備してください。
■問い合わせ・予約受付
　ふるさと商工課　商工係　☎ 65－ 2118

5 月 23 日（5月 23 日（土土））

（札幌ドーム 14：00 プレイボール）（札幌ドーム 14：00 プレイボール）
VSVS 福岡ソフトバンクホークス福岡ソフトバンクホークス

（4歳未満で席を必要と
しない場合は無料）
※ PR映像は、プレイボール前に上映されます。

3 塁側 B指定席
1席　2,200 円 4 月 20 日（月）8：304 月 20 日（月）8：30

★★予約受付開始予約受付開始★★

※予約締切 4月 30 日（木）※予約締切 4月 30 日（木）
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活
動
内
容
な
ど
詳
細
は
、
各
団
体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
サ
ー
ク
ル　

会
員
募
集
中
！

■ダンス・踊り
レクリエ－ションダンス同好会
　　　　　　　佐々木優子　☎ 65 － 4529
千鳥の会（踊り）
　　　　　　　松田　 子　☎ 65 － 2143
木曜社交ダンスサ－クル
　　　　　　　森本　主計　☎ 65 － 2387
愛麗会（舞踊）
　　　　　　　馬場　麗子　☎ 65 － 5792
レイ・ナニ・フラダンスサ－クル
　　　　　　　森本志津子　☎ 65 － 3919
レイアロハ奈井江（フラダンス）
　　　　　　　小林　俊子　☎ 65 － 2569

■音楽
ないえ健吟会（詩吟）
　　　　　　　尾崎　桂子　☎ 65 － 5362
大正琴つくしの会
　　　　　　　向原　寿子　☎ 65 － 4231
琴生流大正琴同好会
　　　　　　　稲垣　惠子　☎ 65 － 4121
奈井江民謡会　谷岡トシ子　☎ 65 － 3500
隆舟追分会（民謡）
　　　　　　　岡田ひとみ　☎ 65 － 3344
奈井江町カラオケ連絡協議会
　　　　　　　小谷　博之　☎ 65 － 3284
北海わらべ太鼓
　　　　　　　栗山美代子 ☎090-7646-9702

■園芸
奈井江薫和会（菊花）
　　　　　　　大久保忠良　☎ 65 － 6184

■茶道・生花
椿会（茶道）　　佐藤　宗敬　☎ 65 － 2747
生花　　　　　林　　育慧　☎ 65 － 2588
フラワーアレンジメント「アイリス」
　　　　　　　細谷　和代　☎ 65 － 4532

■書道・習字
香石会（書道）　島　トモエ　☎ 65 － 4884
奈井江親書会　岡　　　澄　☎ 65 － 2275
ペン習字サ－クル
　　　　　　　黄倉　勝子　☎ 65 － 3439

■文芸
奈井江俳句会　西澤カズ子　☎ 65 － 3719
読書会　　　　湯谷冨美子　☎ 65 － 2073

■工芸・絵画
木彫サ－クル　藤江　和子　☎ 65 － 2614
洋裁サ－クル　菅原　勝子　☎ 65 － 3093
奈々窯会　　　山口まつみ　☎ 65 － 3373
絵手紙サ－クルことぶき
　　　　　　　舛甚　義則　☎ 65 － 5611
絵手紙サ－クルわくわく
　　　　　　　浅尾　清枝　☎ 65 － 3056
布の絵本サ－クル
　　　　　　　木下　春美　☎ 65 － 3391
俳画サークル「アップルパイ」
　　　　　　　白岩　文美　☎ 65 － 5941

■スポーツ
奈井江町太極拳倶楽部
　　　　　　　清水　行男　☎ 65 － 3145
空手スポ－ツ少年団
　　　　　　　大竹　俊之  ☎ 011-386-9207
サッカースポーツ少年団 ( やすらぎの家内 )
　　　　　　　須藤　　章　☎ 65 － 2866
奈井江地区野球連盟　　　　　　（役場内）
　　　　　　　辻脇　泰弘　☎ 65 － 2111
奈井江山岳連盟
　　　　　　　小澤　英夫　☎ 65 － 2224
奈井江町ゲ－トボ－ル連盟
　　　　　　　林　　裕章　☎ 65 － 3566
チェアビクスサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
ストックウォーキングサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
ゆる体操・リズムウォーキングサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131

■その他
奈井江町郷土研究会
　　　　　　　松浦　幸作　☎ 65 － 2217
奈井江囲碁同好会
　　　　　　　市村　洋勝　☎ 65 － 3091
奈井江町写真連盟
　　　　　　　田澤　康史　☎ 65 － 3390
男の料理友の会
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
食生活改善推進協議会
　　　　　　　笹木　洋子　☎ 65 － 4731
家族介護を語ろう会
　　　　　　　岡田　頼子　☎ 65 － 3386
北海道犬保存会　中空知支部
　　　　　　　谷川　　明　☎ 65 － 4176
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おとどけものでーす！
間瀬なおたか作・絵

　宅配便の車が、山の村に住む子どもたちに
荷物を届けにやってきました。薄緑色の箱に
入っていたのは…？　この季節にぴったりの
楽しいしかけ絵本です。
　読んであげるなら 3～ 4歳くらいから。

　ゴールデンウィーク中の開館は下記のとおりと
なります。お間違えのないようご利用ください。
○ 4月 29日（水）　休館
○ 4月 30日（木）～ 5月 3日（日）　通常開館
○ 5月  4 日  （月）  ～ 5月 6日（水）　休館
※ 5月 7日（木）以降は、通常どおりの開館と
なります。

フルートでタイムトンネル

遠藤剛史フルートコンサート

ゴールデンウィークの開館日程

　ゴールデンウィーク直前！　国内外の旅行ガイ
ドを展示しています。
　たくさんのご利用をお待ちしています！
展示期間：5月 3日（日）まで
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　奈井江すこやかプラン 21（健
康づくり計画）の第２期（平成 28
～ 37 年度）計画策定の委員を募
集しております。食事、運動、心の
健康など、心身の健康づくり対策
を一緒に考えてみませんか？
○応募条件
　町内在住で 20 歳以上の方
○募集人員　2 名
○活動内容
　第 2期（平成 28 年～平成 37 年
度）健康づくり計画策定にあた
り、子どもから高齢者まで各世
代の様々な健康づくり対策を検
討します。
○申込み期限　5 月 15 日（金）
○問い合わせ
　保健センター　☎ 65 － 2131

■パークゴルフ場
○シーズンオープン
　４月 29 日（水）（予定）
※雪解けの状況により、延期する
場合があります。
○定休日　毎週月曜日（休日の場
合は、その翌日）
○利用時間　8時 30 分～ 17 時
○利用受付（当日可）　パークゴ
ルフ場管理棟　☎ 65 － 6180
■サッカー場兼ソフトボール場
○シーズンオープン　5月 1日～
■芝サッカー場
○シーズンオープン　6月 1日～
※利用日の 2週間前までに申し込
んでください。
　利用に関する詳細は、下記に問
い合わせください。
○問い合わせ
　㈱ランドスケープタカラ
　☎ 65 － 2170

　水道を使用開始・中止するとき
は、4～ 5日前までにご連絡くだ
さい。無届けで使用をやめた場合
は、引き続き料金がかかります。
　町内で転居した場合は、旧住所
と新住所の料金は別々に請求いた
します。
○問い合わせ
　中空知広域水道企業団
　☎ 53 － 3831

　例年どおり、４月から翌年３月
31 日までの期間、エゾシカやヒグ
マなどによる農業被害や生活環境
への被害を防止するために、有害
鳥獣駆除従事者による捕獲・駆除
を実施していますので、ご理解を
お願いします。
○問い合わせ　ふるさと農政課
　農政係　☎ 65 － 2118

「春のヒグマ注意特別期間
　　　　　４月1日～５月10日」
　春の山菜採りシーズンが到来し
ますが、雪解けとともにヒグマの
活動が見られる時期でもあります。
　入山の際には、鈴や笛を携帯す
るなどの対策を行い、十分に注意
して下さい。
　なお、ヒグマを目撃したなど、ヒ
グマに関する内容は、下記にお問
い合わせください。
○問い合わせ
　ふるさと農政課農政係
　☎ 65 － 2118

　昨年に引き続き、旧江南小学校
施設を下記のとおり開放します。

　旧低学年棟の普通教室には両校
の写真等を展示するほか、旧プレ
イルームは軽スポーツなどで利用
できます。
○開館期間
　４月23日（木）～10月15日（木）
○開館時間
1）毎週火・木曜日　14 時～ 17 時
2）毎月第 2土曜日、第 4日曜日
　10 時～ 17 時
○利用料　無料
※館内での飲食は禁止です。
○問い合わせ　まちなみ課
　管財環境係　☎ 65 － 2116

■公共職業訓練　ＯＡ総務事務科
　建築関連職種に従事していた季
節労働離職者を対象に建築全般の
基礎知識などを学びます。
○期間　6月 15 日（月）～
　　　　　　9月 14 日（月）
　（土日・祝日を除く）
○時間　9時～ 15 時 30 分
○定員　15 名
○対象者　季節雇用労働者（ハ
ローワークより受講指示等を受
けた方）
○募集期間　4月 9日（木）～
　　　　　　5月 18 日（月）
○受講料　無料　※テキスト代と
パソコン検定料は受講者負担
○申込先　ハローワーク岩見沢
○問い合わせ
　美唄地域人材開発センター
　☎ 0126 － 63 － 4218

2015 年　交通事故発生状況
〈３月 20日現在　（　）は前年比〉
人身事故 発生 2 件 （＋ 1）
　　　　 傷者 3 人 （＋ 1）
　　　　 死者 0 人 （± 0）
物損事故 発生 26 件  （－ 20）
死亡事故ゼロ連続日数　 339 日

第２次奈井江すこやかプ
ラン 21策定委員の募集

ヒグマ出没注意

有害鳥獣の駆除

受講者募集

 旧江南小学校施設開放

水道の開始・中止は必ず届
出を 

寿公園の利用開始日

体
育
館 出

入
口前庭

旧江南小学校

町道西1線
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看護 Cafe「ないえ」講演会（3/14）

　 　

　自治体病院協議会主催の小規模病院等看護技術強化研修事
業で、「いのちの意味を考える～地域ケアの新たな連携のた
めに～」をテーマに講演会が開催され、町民をはじめ、近隣
の医療従事者や介護従事者など約 100名が参加しました。
　講師の方波見康雄先生は、身近な人たちの「がん」との闘
病実例などを挙げながら、緩和ケアやターミナルケアの重要
性、最期を迎える命の大切さについて講演しました。

　砂川地区防火安全協議会（山田賢司会長）が管内市町にあ
る福祉施設に非常食のサンプルを寄贈する活動を行いました。
　奈井江町で今回該当となった北海道拓明興社の川端精朔施
設長は「平常時から非常食の食味を知っておくことが大切で
あると考えているので、利用者や職員と試食して、これから
購入する非常食選定の参考にします。ありがとうございます」
とお礼をしました。

みんなで楽しくスポーツしましょう！（3/13）

福祉施設に非常食を寄贈（3/11）

親子クッキング教室（3/20）

最後のコンサート（3/22）

　みなクルを会場に 7組の親子 19名が参加して開催されま
した。クッキングレシピは「にんじんクッキー」「マシュマ
ロムース」「かぼちゃだんご」の 3つ。栄養やカロリーなど
子どもの健康に配慮し、調理方法も簡単で家庭でもできるレ
シピを選んでいます。
　参加した親子は「苦手なにんじんを食べれるようになった」
など、楽しく美味しいクッキング教室に喜んでいました。

　昭和 54年の家庭教育学級から 35年間、歌い続けてきた
「コーラスサークル・コスモス」がこのコンサートを最後に
活動の幕を閉じました。ほぼ満席のホールで「見上げてごら
ん夜の星を」など 11曲を披露。橋本ミエ代表は、町民の皆
さんや家族の支えがあって活動できたことを深く感謝してい
ました。終了後には来場者を見送り、家族や友人などから「お
疲れ様でした」と声がかけられていました。

　北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科の北村優明教
授とバドミントン部の学生 3名を指導者に「みんなで楽し
くスポーツしよう！」をテーマに、北村教授が普及に努めて
いる 3人制バドミントン教室を開催しました。
　小学校 1年生から 50代男女まで 31名が参加して、慣れ
ない編成に困惑しながらも、徐々に参加者同士の輪も生まれ
てきて、とても楽しく良い汗を流していました。
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【問い合わせ】保健センター　☎ 65－ 2131

【問い合わせ】地域包括支援センター　☎65－ 2131

　ひざは、体重を支える重要な関節で、非常
に大きな負荷や衝撃が加わる関節のため、痛
みが現れる人がとても多いのです。
　例えば、体重を「1」とした場合、片方のひ
ざに加わる負荷は、立っている時で約 1.1 倍、
歩いている時で約 2.6 倍、階段を下りている
時には約 3.5 倍にもなります。つまり、体重
60kg の人では、立っている時に約 66kg、歩い
ている時に約 156kg、階段を下りている時に

約 210kg もの負荷がかかっていることになり
ます。
　　　　　　　　＊
　ひざの痛みを訴える患者さんの 8
～ 9割を占めているのが、変形性膝
関節症という病気で、その大きな原
因は「加齢」と「肥満」ですが、運
動不足も関係しています。

痛みの予防ポイント
・  肥満のある方はぜひ減量を。
・  スポーツを行うときは、基礎練習や準備運
動を行う。

・  運動不足の人は、適度な運動を行う。
（ウォーキング、自転車こぎ、水泳など）
・  自宅でできる筋力トレーニングとストレッ
チを行う。太ももの前側にある「大腿四頭
筋」や太ももの裏側にある「ハムストリン
グス」の筋肉を鍛えたり伸ばしたりしま
しょう。

○孤立化を防止する
○生きがいづくりになる
○筋力の低下予防に役立つ
○「うつ病予防」
○認知症予防、認知症状の改善

　春も近づき、活動するには良い
季節となります。
　楽しく過ごしていただくために
も膝の痛みが出ないよう予防しま
しょう！

　保健センターでは、毎週水曜日に「健康運動
フロア」を行っています。自宅でできる筋力ト
レーニングなど、運動に関する相談もお受けし
ています。ぜひご利用下さい。

　年齢を重ねると心身ともに自信がなくなり、
自ら社会参加の機会を退いてしまうという話
をよく聞きます。
　豊かな経験・知識・技術を持った高齢者の
方が、健康で生きがいを持ち、積極的に社会
参加していくことは、介護予防につながるだ
けでなく、社会全体の活力を維持していくた
めにも必要なことです。

　町内会や老人クラブ、ボランティアのよう
な団体に参加すると、いろいろな役割を任せ
られ、時にわずらわしく感じることもあるか
もしれません。しかし、こういう近所付き合
いから始まる社会参加は、いざという時の助
け合いにもつながるため、普段から大切にし
ましょう。

　奈井江町社会福祉協議
会では、シルバー人材セ
ンターやボランティア会
員を募集しています。
　この春、社会奉仕や趣
味活動など無理なくでき
ることにチャレンジして
みませんか？
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平成 27年度の国民年金保険料

総人口 5,799 人（5,819 人）
　男 2,729 人（2,743 人）
　女 3,070 人（3,076 人）
世帯数 2,904 戸（2,908 戸）
3月 20 日現在（ ）は 2月末   

いつまでも お幸せに

　　　　　　　　　　宮３

おくやみ申し上げます
田村　孝子さん （81 歳） 本９
齊藤　昭治さん （84 歳） 北１
小田桐和子さん （75 歳） 北５
長尾　節子さん （77 歳） 東７
中川　一夫さん （87 歳） 北２
山本　義　さん （78 歳） 北１
佐々木幸子さん （69 歳） 北５
梅澤　　明さん （83 歳） 南８
古屋　富雄さん （73 歳） 茶８
北口　博章さん （29 歳） 瑞４
杉本　英子さん （82 歳） 本８
近藤　キヨさん （92 歳） 本８

ご厚志ありがとうございました
【ふるさと応援寄付金へ】
札幌市 　斎藤　靖夫さん

【問い合わせ】 砂川年金事務所　☎ 52 － 2144
 役場 おもいやり課 戸籍係　☎ 65 － 2119

「奈井江小学校卒業式」　（3/19）
　卒業式を想い想いの衣装で迎え
た 6年生 44 名。
　卒業証書授与のとき、ステージ
から保護者席に向かって感謝のこ
とばや未来への夢を語ります。
　目頭が熱くなりました。

■保険料が変わります
　自営業・学生などの第 1号被保険者は、納付書に基づき保険料を納
めます。納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。

○定額保険料　月額 1万 5,590 円
（保険料は毎年度改定され、平成 27 年度は前年度より 340 円引き上
げられました）

【納付窓口】各金融機関 ( ゆうちょ銀行含 )、コンビニエンスストアの
ほか、「口座振替」や「クレジットカード納付」をご利用いただけます。

○付加保険料　月額　400 円
付加保険料を納めれば、老齢基礎年金に生涯付加年金を上乗せするこ
とができます（付加年金【年額】200 円×付加保険料の納付月額）

■納付に困ったら…
　経済的な理由で保険料を納めることが困難な人のために免除制度
があります。過去 2年（申請月の 2年 1ヵ月前の月分）まで遡って
申請できます。納付に困ったら、お早めにご相談ください。
　すでに免除等を受けている方でも、継続して免除を希望する場合
は、毎年申請が必要です。( 申請時に「継続申請」を希望した場合
は不要 )

種　　別 継続申請時期
納付が困難な人のための免除制度

毎年 7月以降
30 歳未満の人のための若年者納付猶予制度
学生のための学生納付特例制度 毎年 4月以降

■割引がお得です !!
　国民年金では、2年、1年または 6カ月など定められた月数分に
ついて保険料を前払いする「前納」制度や月々の保険料を口座振替
で 1カ月早めて納付する「早割」制度があります。普通納付に比べ
保険料を節約することができますので、ぜひご利用ください。
※２年、１年の前納制度の申込期限は、毎年２月末日までです。

（ 草苅　良太　さん）　佐藤　友紀　さん
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

◎回数券割引販売（今月限り）
　大　人　5,200 円→ 4,700 円
　子ども　3,600 円→ 3,250 円
◎麺の日　各種麺類　100 円現金還元
◎夫婦の日　夫婦２人での入館者に限る
◎毎週水曜日（低料金改定）
　大　人　360 円→ 380 円
　子ども　260 円→ 260 円
◎温泉ファン感謝デー（第１・３土曜日）
　天ざるセット+入館料 1,000 円
◎ランチバイキングの日
　10 回利用すると、１回無料サービス

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

温泉ファン
感謝デー
麺の日

温泉ファン
感謝デー
麺の日

麺の日

麺の日夫婦の日

低料金
大人 380 円
子供 260 円

低料金
大人 380 円
子供 260 円

低料金
大人 380 円
子供 260 円

低料金
大人 380 円
子供 260 円

低料金
大人 380 円
子供 260 円

〈お問い合わせ〉
㈱新ないえ温泉 ☎ 65 － 3232

一般入館者
スタンプ２倍

ご入園・ご入学おめでとうございます

新生活を応援致します

ポプリ薬局ポプリ薬局ポプリ薬局

第 50 回：「そらぷち関連イベント情報」
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